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25

地
球
を
読
み
解
く

観
察
す
る
こ
と
は、

地
層

が
形
成
さ
れ
た
時
代
や
環

境
を
推
定
す
る
た
め
に
重

要
で
あ
り、

資
源
探
査
・

災
害
対
策
・
地
球
湿
暖
化

合
研
究
所
（
産
総
研）

で

象
の
粒
子
だ
け
を
拾
い
出

の
将
来
予
測
な
ど
に
役
立

は、

地
層
中
の
ミ
ク
ロ
な

す
シ
ス
テ
ム
も
開
発
し
て

て
ら
れ
て
い
る。
し
か
し、

粒
子
の
観
察
に
A
I
（
人

こ
れ
ま
で
は、

地
層
か
ら

工
知
能）

技
術
を
導
入
す

採
取
し
た
砂
つ
ぶ（
粒
子）

る
こ
と
で、

調
査
の
迅
速

は、

人
が
顕
微
鏡
で
粒
子

化
・
高
解
像
度
化
を
進
め

の
形
状
を
観
察
し
て
（
見

て
い
る。

て）

種
類
や
個
体
数
を
分

ま
ず、

デ
ジ
タ
ル
顕
微

析
す
る
必
要
が
あ
っ
た。

鏡
を
用
い
て
観
察
範
囲
の

こ
の
た
め、

「
見
る」

地

高
解
像
度
な
画
像
を
取
得

質
学
的
研
究
は、

熟
練
の

す
る。

次
に、

物
体
検
出

研
究
者
が
時
間
を
か
け
て

や
画
像
分
類
な
ど
の
A
I

私
た
ち
が
活
動
す
る
大

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

技
術
を
用
い
て、

A
I
が

地
や
海
の
下
に
は、

無
数

い
と
い
う
課
題
が
存
在
し

粒
子
の
種
類
や
位
置
を
判

の
小
さ
な
「
砂
つ
ぶ」

が

た。

別
し
て
観
察
対
象
と
な
る

眠
っ
て
い
る。
こ
れ
ら
は、

粒
子
の
画
像
を
抽
出
す

ロ
ボ
ア
ー
ム
連
携

過
去
の
地
球
の
活
動
を
読

る。

産
総
研
で
は
ロ
ボ
ッ

み
解
く
重
要
な
手
が
か
り

そ
こ
で、

産
業
技
術
総

ト
ア
ー
ム
と
連
携
し
て
対

で
あ
る。

地
層
中
に
含
ま
れ
る
微

小
な
化
石
や
鉱
物
な
ど
を

技術で
末

⑱ 
ー産総•Illの挑戦一

「
見
る
」
地
質
研
究
の
挑
戦

産総研の顕微鏡•Alシステム

お
り、

砂
つ
ぶ
の
中
の
微

動
で
分
類
し
て
拾
う」

こ

小
な
化
石
や
鉱
物
を
「
自

と
が
可
能
と
な
っ
て
い

る。

9 ,  

A
I
解
析
の
導
入
に
よ
�

り、

研
究
・
調
査
の
効
率
i

化
が
実
現
で
き
た。

産
総
i

研
の
顕
微
鏡
．
A
I
シ
ス
i

テ
ム
で
は、

3
6
0
枚
の
�

プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
1
日
程
�

度
で
解
析
す
る
こ
と
が
可

の
誤
差
で
化
石
数
の
カ
ウ

A
I
に
よ
っ
て
収
集
さ

能
で
あ
る。
こ
れ
は、

従

ン
ト
が
で
き
る
こ
と
を
確

れ
た
膨
大
な
粒
子
画
像
に

来
の
人
間
の
観
察
と
比
べ

認
し
た。

基
づ
い
て、

こ
の
分
類
募

る
と
お
よ
そ
1
0
0
倍
の

一
方
で、

A
I
の
導
入

準
自
体
を
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。

ま

に
よ
り
新
た
な
研
究
課
題

ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
れ

た、

高
精
度
化
に
向
け
た

も
見
え
て
き
た。

地
質
学

ば、

「
見
る」

地
質
学
の

検
討
も
進
め、

魚
の
歯
や

で
は、

従
来
は
経
験
に
華

さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が

う
ろ
こ
の
化
石
の
分
析
で

づ
い
て
形
状
や
色
な
ど
の

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

は、

人
間
（
著
者）

と
比

基
準
に
従
っ
て
粒
子
を
分

て
い
る。

べ
て
お
お
む
ね
10
％
以
下

類
し
て
き
た。

（
木
曜
日
に
掲
載）

ス
ピ
ー
ド
順
倍

A
1

解
析、
粒
f
分
類
に
革
新

産総研地質情報研究部門
地球変動史研究グル ー プ
研究員

見郵和英

24年入所。学生時代から、 深海
に堆積する粘土の研究の一環とし
て、 魚類の歯やうろこの化石を用
いた年代決定を行ってきた。膨大
な観察に苦戦する中でAIを利用
した画像解析の発展を見て、 AI
技術を地質学分野に活用する研究
を始める。趣味は草野球・読書・
けん玉。
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